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⊃

６
月
に
衛
星
か
ら
撮
影
さ
れ
た
、
北
朝
鮮
咸
鏡
北
道
の
「
テ
ポ
ド
ン
」
の
発
射
台

と
み
ら
れ
る
施
設
（
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
．
ｏ
ｒ
ｇ
／
Ｄ
ｉ
ｇ

ｉ
ｔ
ａ
ｌ

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
提
供
）

政
府
は
五
日
、
北
朝
鮮
が

発
射
し
た
ミ
サ
イ
ル
に
は

「
ノ
ド
ン
」
「
テ
ポ
ド
ン
」

な
ど
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

み
て
お
り
、
「
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
事
実
上
対
象
と
し
て
発

射
凍
結
を
約
束
し
た
日
朝
平

壌
宣
言
に
違
反
す
る
」
（
政

府
関
係
者
）
と
し
て
北
朝
鮮

に
対
し
経
済
制
裁
な
ど
の
厳

し
い
対
応
を
取
る
検
討
に
入

っ
た
。

軌
道
計
算
な
ど
で

弾
道

ミ
サ
イ
ル

だ
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
直
ち

に
北
京
の
外
交
ル
ー
ト
で

北
朝
鮮
側
に
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
「
地
域
の

安
全
保

障
上
の
脅
威
」（
政
府
高
官
）

と
し
て
、
米
国
と

連
携
し

国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
の

制
裁
議
論
を
求
め
て
い
く
方

針
だ
。

さ
ら
に
安
保
理
で
の
議
論

が
中
国
な
ど
の
慎
重
姿
勢
に

よ
り
制
裁
発
動
の
決
議
採
択

に
至
ら
な
く
て
も
、
特
定
船

舶
入
港
禁
止
特
別
措
置
法
、

改
正
外
為
法
な
ど
に
基
づ
く

日
本
独
自
の
経
済
制
裁
発
動

を
検
討
す
る
構
え
。

日
本
政
府
と
し
て
北
朝
鮮

側
に
「
宣
言
違
反
」
を
指
摘

せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
事

態
に
至
っ
た
こ
と
で
、
日
本

が
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け

る
拉
致
問
題
解
決
の
た
め
の

日
朝
政
府
交
渉
の
行
方
に
も

悪
影
響
が
出
る
こ
と
は
必
至

の
情
勢
だ
。
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